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な
っ
て
お
り
、
昨
今
の
物
価

高
騰
で
厳
し
さ
は
増
す
ば
か

り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
歯
科

の
基
本
診
療
料
は
医
科
と
同

程
度
の
実
情
に
見
合
う
評
価

に
改
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維

持
管
理
料
」（
補
管
）
は
廃
止

　
補
綴
分
野
で
は
、
技
術
料

の
引
き
上
げ
や
保
険
給
付
拡

大
を
阻
む
要
因
に
「
混
合
診

療
」
が
容
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
歯
科
点
数
表
に

お
け
る
「
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
」
の
「
通
則
21
」（
旧

「
51
年
通
知
」）
は
、
保
険
で

治
療
を
進
め
た
上
で
、
補
綴

物
に
つ
い
て
は
保
険
適
用
外

の
材
料
を
用
い
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
、

現
在
に
お
け
る
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
の
低
点
数
据
え
置

き
や
歯
科
医
療
費
抑
制
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
国
民
所
得
や
物
価
指
数
等

を
参
考
に
す
れ
ば
、
適
正
な

歯
科
医
療
費
は
４
・
３
兆
円

と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、

仮
に
国
民
医
療
費
に
対
す
る

10
％
程
度
の
歯
科
医
療
費
を

確
保
で
き
て
い
れ
ば
、
歯
科

医
療
費
は
４
・
６
兆
円
と
な

る
。
約
１
兆
円
の
財
源
が
あ

れ
ば
、
患
者
負
担
の
引
き
下

げ
と
歯
科
医
療
従
事
者
の
処

遇
・
働
き
方
改
善
、
保
険
給

付
拡
大
等
が
可
能
と
な
り
、

「
口
腔
の
健
康
維
持
・
増
進
」

は
よ
り
一
層
可
能
と
な
る

   

。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
各
省
か
ら
来
年
度
の
概
算

要
求
が
出
そ
ろ
っ
た
。
社
会

保
障
費
の
要
求
額
が
過
去
最

大
規
模
に
な
り
、
昨
年
度
よ

り
４
兆
円
程
増
加
し
て
１
１

４
兆
円
規
模
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
社
会
保
障
費
の
増

加
は
高
齢
化
に
と
も
な
う
自

然
増
で
、
喫
緊
の
課
題
は
超

高
齢
化
社
会
や
少
子
化
に
対

応
で
き
る
社
会
保
障
の
拡
大
・

充
実
で
あ
る
。
し
か
し
社
会

保
障
費
を
抑
制
す
る
流
れ
は

一
向
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
路
線
を
変
え
る
運
動
の

展
開
こ
そ
が
今
我
々
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
社
会
保
障
費

総
枠
拡
大
は
急
務
で
あ
る
。

し
、
歯
科
医
療
費
の
抑
制
の

た
め
の
長
期
包
括
管
理
路
線

を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
２

年
間
の
縛
り
に
よ
る
歯
冠
修

復
・
欠
損
補
綴
の
低
点
数
は
、

歯
科
技
工
士
の
問
題
を
含
め

歯
科
医
療
現
場
の
疲
弊
の
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。管

理
料
廃
止
に
よ
る
財
源
は
、適

正
な
技
術
料
の
評
価
の
引
き

上
げ
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。

技
術
や
材
料
の
登
場
・
普
及
、

高
齢
化
の
進
行
等
、
歯
科
医

療
費
が
増
加
す
べ
き
医
療
内

容
の
進
歩
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
技
術
や
材
料

は
保
険
給
付
拡
大
さ
れ
ず
歯

科
医
療
費
は
抑
制
さ
れ
続
け

て
い
る
。

　
以
前
よ
り
歯
科
の
初
・
再

診
料
は
医
科
と
の
格
差
が

あ
っ
た
。
近
年
そ
の
格
差
の

是
正
は
行
わ
れ
て
き
た
も
の

の
、
診
療
の
た
め
の
基
本
的

な
コ
ス
ト
に
見
合
う
に
至
っ

て
い
な
い
。
様
々
な
感
染
症

に
対
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ

リ
コ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
に
要

す
る
コ
ス
ト
、
感
染
対
策
経

費
の
増
加
は
歯
科
医
療
機
関

の
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
に

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

は
、
23
年
度
の
要
求
額
よ
り

約
４
兆
円
増
え
、
過
去
最
大

の
１
１
４
兆
円
規
模
に
な
る

見
通
し
だ
。ま
た
、要
求
段
階

で
予
算
額
を
示
さ
な
い
「
事

項
要
求
」
が
幅
広
く
出
さ
れ

て
お
り「
抜
け
道
」が
常
態
化

し
つ
つ
あ
る
▼
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
、

来
年
度
に
予
定
さ
れ
る
診
療
・

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
３
報
酬
改
定
に
関
す
る
経

費
も
事
項
要
求
と
し
た
。
事

項
要
求
は
本
来
、
政
策
の
内

容
や
規
模
が
見
通
せ
な
い
場

合
の
特
例
で
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
予
算

で
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か

か
っ
た
▼
シ
ー
リ
ン
グ
は
、

予
算
要
求
に
上
限
を
設
け
、

予
算
の
膨
張
を
防
ぐ
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
事
項
要
求
な

ど
例
外
が
多
す
ぎ
る
こ
と
で
、

予
算
の
肥
大
化
を
防
ぐ
概
算

要
求
本
来
の
目
的
が
薄
れ
て

い
る
。
大
ま
か
に
で
も
金
額

の
幅
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
予

算
の
効
率
性
や
透
明
性
が
失

わ
れ
、
概
算
要
求
の
形
骸
化

が
進
ん
で
し
ま
う
▼
政
府
は

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」
に

「
コ
ロ
ナ
禍
で
膨
張
し
た
歳
出

構
造
を
平
時
に
戻
し
て
い
く
」

と
明
記
し
た
。
だ
が
、
平
時

の
予
算
水
準
は
不
明
確
で
、

ど
う
戻
す
の
か
、
そ
の
具
体

策
は
示
し
て
い
な
い
。
財
政

健
全
化
の
道
筋
が
見
え
な
け

れ
ば
、
国
民
の
将
来
へ
の
不

安
は
増
す
ば
か
り
だ
。
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主な目次

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
検
温
カ
メ
ラ
に
個
人
情
報

解
説
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

予
算
要
求
」

…
面
２

●
時
論
「
国
の
責
任
に
お
い
て

体
制
の
構
築
を
す
べ
し
」

●
…
面
３

●
…
面
４

　
９
月
11
日
、
本
会
は
札
幌

市
医
師
会（
以
下
、札
医
）と
懇

談
を
開
催
し
た
。札
医
か
ら

は
、多
米
副
会
長
以
下
４
名
が

参
加
し
、本
会
か
ら
は
橋
本
会

長
以
下
４
名
が
出
席
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
伊
澤
札
医
政

策
理
事
か
ら
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
問
題
」
と
題
し
て
、

使
用
割
合
が
急
激
に
伸
び
て

い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
歴
史
と
出
荷
調
整
問
題
な

ど
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
伊
藤
政
策

部
長
が
「
保
険
証
廃
止
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
資
格
確
認
ト
ラ
ブ

ル
を
解
説
。
ま
た
、
患
者
の

保
険
種
別
が
不
明
な
場
合
、

保
険
者
を
不
詳
と
し
て
請
求

す
る
「
不
詳
請
求
」
や
、
11

月
か
ら
始
ま
る
暗
証
番
号
の

設
定
が
不
要
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い

て
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
懇
談
で
は
多
岐
に
わ
た
り

意
見
交
換
が
熱
心
に
行
わ
れ

た
。
最
後
に
、
今
後
も
定
期

的
に
懇
談
の
機
会
を
持
つ
こ

と
、
地
域
医
療
の
充
実
・
改

善
を
目
指
し
、
意
見
交
換
を

続
け
て
く
こ
と
を
確
認
し
終

了
し
た
。

表

読
後
感

●

　
２
０
２
２
年
度
の
概
算
医
療
費
は
約
46
兆
円
、
歯
科
は
３
・

２
兆
円
で
あ
っ
た
。
歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
の
根

源
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
政
府
の
低
歯
科
医
療
費
政
策
が
あ
る
。

歯
科
医
療
機
関
や
歯
科
技
工
所
の
経
営
改
善
の
た
め
に
は
、
歯

科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
が
強
く
望
ま
れ
る
。

４
兆
円
規
模
の
歯
科
医
療
費
が
必
要

２
０
２
２
年
度
概
算
医
療
費

科
医
療
費
の
国
民
医
療
費
に

占
め
る
割
合
は
７
％
に
ま
で

低
下
し
た
。

　
歯
科
医
療
費
は
１
９
９
６

年
か
ら
10
年
間
、
約
２
兆
５

千
億
円
で
横
ば
い
の
時
期
が

続
い
た
。
そ
の
後
、
２
０
１

９
年
に
よ
う
や
く
３
兆
円
を

突
破
し
た
。
そ
の
間
に
、
歯

科
医
師
数
の
増
加
、
新
た
な

　
１
９
９
１
年
の
国
民
医
療

費
は
約
22
兆
円
で
、
歯
科
医

療
費
は
国
民
医
療
費
に
対
し

10
％
の
割
合
が
あ
っ
た
。
国

民
医
療
費
は
２
０
２
１
年
に

は
約
44
兆
円
と
１
９
９
１
年

の
倍
に
伸
び
て
い
る
中
、
歯

医
療
情
勢
に
つ
い
て
意
見
交
換

札
幌
市
医
師
会
と
懇
談

（
龍
）

表 約１兆円の歯科医療費拡大で実現できること
問
題
の
根
源
は

　
　
低
医
療
費
政
策

基
本
診
療
料
の
　
　

医
科
と
の
格
差

４
兆
円
規
模
の

歯
科
医
療
費
が
あ
れ
ば

「
混
合
診
療
」を

　
　
　
　
廃
止
せ
よ
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「
補
管
」を
廃
止
せ
よ

700億円 ①初・再診料の医科歯科
　格差の解消

3,000億円 ②技術料の10％引き上げ

1,200億円 ③「7：3」に準じた低歯科
　技工料の改善

3,000億円 ④自由診療の保険導入

3,000億円 ⑤歯科矯正の保険給付

▶
挨
拶
す
る
橋
本
会
長（
左
）

　
と
多
米
札
医
副
会
長



ム
で
は
、
意
識
障
害
な
ど
で

患
者
の
意
思
確
認
が
で
き
な

い
状
態
の
場
合
、
本
人
確
認
・

同
意
取
得
が
困
難
と
な
る
た

め
、
過
去
の
診
療
情
報
を
確

認
で
き
る
仕
組
み
が
活
用
で

き
な
い
課
題
が
あ
る
。

　
厚
労
省
は
、
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
意
識
障
害

等
の
患
者
の
医
療
情
報
を
、

医
師
等
が
閲
覧
可
能
と
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
と
述
べ

た　
　
　
。
こ
の
仕
組
み
の

実
現
に
よ
り
、
救
急
医
療
に

お
い
て
、
よ
り
適
切
で
迅
速

な
検
査
、
診
断
、
治
療
な
ど

の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
で
は
、

保
険
医
療
機
関
が
地
方
厚
生

局
等
に
提
出
す
る
施
設
基
準

の
届
出
を
、
紙
に
よ
る
提
出

か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
提
出

に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
医
療
機
関
の
作
業
の
軽

減
と
効
率
化
を
図
る　
　
　
。

　
厚
労
省
は
、
施
設
基
準
等

の
届
出
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

え
る
よ
う
、
保
険
医
療
機
関

管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
実

施
し
、
今
年
度
末
ま
で
に
、

施
設
基
準
届
出
の
電
子
化
を

完
了
さ
せ
る
。

　
厚
労
省
は
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
対
策
調
査

事
業
と
確
保
事
業
も
予
算
要

求
し
て
い
る
。

　
対
策
調
査
事
業
で
は
、
医

療
機
関
の
自
主
的
な
対
策
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
初
動
対
応
支
援
の
体

制
強
化
を
図
る
。

　
確
保
事
業
で
は
、
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
対
策
に
オ
フ
ラ
イ

ン
で
の
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー

タ
の
保
存
が
有
効
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
接
続
の
安
全
性
の
検

証
・
検
査
や
、
オ
フ
ラ
イ
ン

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備

を
支
援
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
、

医
療
機
関
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
被
害
に
遭
っ
て
も
、
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
診

療
の
継
続
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
を
防
ぐ
狙
い
だ
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
厚
労
省
は
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
関
し
、
２
０
２
３
年
度

予
算
の
４
倍
近
く
を
計
上
し

た
。
一
方
で
物
価
高
騰
・
賃

金
上
昇
へ
の
対
応
、
診
療
・

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

報
酬
の
「
ト
リ
プ
ル
改
定
」

の
関
連
部
分
は
金
額
を
示
さ

な
い
事
項
要
求
と
な
り
、
最

終
的
な
予
算
額
は
さ
ら
に
膨

ら
む
可
能
性
が
あ
る
。

社
会
保
障
費
が
高
騰
す
る

中
、
２
０
２
５
年
度
に
は
団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
医
療
費
の
さ
ら
な
る
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に

現
役
世
代
人
口
は
減
少
し
て

お
り
、
医
療
・
介
護
・
年
金

と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度

の
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

た
厚
労
省
の
対
策
事
業
に
は

注
視
が
必
要
で
あ
る
。

患
者
の
診
療
状
況
を
素
早
く

把
握
可
能
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
保
健
医
療
情
報
拡
充
シ

ス
テ
ム
開
発
事
業
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た

本
人
確
認
を
行
い
、
薬
剤
情

報
や
特
定
健
診
情
報
な
ど
の

共
有
が
閲
覧
可
能
と
な
る
取

組
み
を
順
次
開
始
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
行
の
シ
ス
テ

　
高
度
医
療
情
報
普
及
推
進

事
業
は
電
子
カ
ル
テ
標
準
化

の
推
進
や
、
医
療
機
関
等
か

ら
の
標
準
コ
ー
ド
実
装
の
相

談
対
応
を
行
う
。

　
電
子
カ
ル
テ
の
標
準
化
に

つ
い
て
は
骨
太
の
方
針
２
０

２
３
で
謳
わ
れ
て
お
り
、
７

分
野
の
医
療
情
報
の
標
準
マ

ス
タ
ー
の
活
用
を
行
う
と
し

て
い
る　
　
　
。
異
な
る
医

療
機
関
間
で
医
療
情
報
の
共

有
が
容
易
に
な
り
、
患
者
の

診
療
記
録
の
確
認
、
複
数
の

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る

　
概
算
要
求
で
は
重
点
事
項

に
掲
げ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
」
に
向
け
、①
高
度
医
療
情

報
推
進
事
業
②
保
健
医
療
情

報
拡
充
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業

③
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
④
医

療
分
野
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
調
査
事

業
⑤
医
療
機
関
に
お
け
る
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保

事
業―

な
ど
の
各
項
目
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。

北 海 道 保 険 医 新 聞 第1009号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2023年（令和5年）10月5日 （2）

国
の
責
任
に
お
い
て

体
制
の
構
築
を
す
べ
し

　
厚
労
省
は
８
月
２
日
の

中
医
協
総
会
で
今
後
の
診

療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
を
見
据

え
て
、
24
年
度
診
療
報
酬

改
定
か
ら
施
行
時
期
を
現

行
の
４
月
か
ら
６
月
へ
の

後
ろ
倒
し
を
提
案
し
て
了

承
さ
れ
た
。

そ
の
主
要
な
目
的
は
医

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
あ
る
。

今
年
１
月
の
電
子
処
方
箋

の
運
用
開
始
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
整
備
の
義
務

化
、
健
康
保
険
証
廃
止
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化

と
唐
突
な
医
療
政
策
が
続

く
。30
年
に
は
、概
ね
す
べ

て
の
医
療
機
関
で
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
、
カ
ル
テ

情
報
な
ど
の
機
密
性
の
高

を
扱
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
抗
で

き
る
人
材
は
い
な
い
。
診

療
報
酬
に
は
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
応
す
る

財
源
が
そ
も
そ
も
な
い
。

財
源
が
な
け
れ
ば
体
制
整

備
の
実
現
は
困
難
だ
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
医
療
機
関

に
混
乱
を
招
く
ば
か
り
か
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
な
ど
新
た
な
義
務
と

経
済
的
負
担
を
課
す
。

　
患
者
の
機
微
情
報
を
守

る
観
点
か
ら
、
国
の
責
任

で
医
療
機
関
が
安
心
し
て

Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

構
築
を
ま
ず
先
に
行
う
べ

き
だ
。

い
情
報
が
全
国
医
療
情
報

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
集
約
、

管
理
さ
れ
、
情
報
の
共
有

化
を
進
め
、医
療
情
報
等
の

二
次
利
用
を
目
論
む
。

　
医
療
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化

は
避
け
ら
れ
な
い
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
使
い
、
効
率

が
良
く
、
リ
ス
ク
の
少
な

い
、
質
の
高
い
医
療
提
供

の
た
め
に
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。Ｉ
Ｔ
化
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
を
段
階
的
に

進
め
る
こ
と
は
重
要
だ
。

し
か
し
、国
は
医
療
Ｄ
Ｘ

を
工
程
表
に
基
づ
き
一
気

呵
成
に
推
進
す
る
。
政
財

界
の
意
向
に
従
っ
て
情
報

の
収
集
・
利
用
を
進
め
る
。

医
療
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
利
活
用
ば
か
り
が
先
行

し
、
患
者
、
医
療
現
場
の

実
態
に
目
を
向
け
ず
、
国

民
・
患
者
を
置
き
去
り
に

し
て
い
る
。

　
体
制
の
構
築
を
せ
ず
に

見
切
り
発
車
し
た
結
果
、

医
療
現
場
の
負
担
や
混
乱

を
招
き
、
国
民
の
不
信
を

買
っ
た
。
医
療
Ｄ
Ｘ
は
国

民
や
医
療
現
場
が
必
要
だ

と
考
え
る
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化

と
は
程
遠
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題
と

し
て
、
デ
ー
タ
を
集
約
す

る
こ
と
の
危
険
性
が
あ
る
。

急
激
に
増
加
す
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
対
し
て
、
ほ

と
ん
ど
の
医
療
機
関
は
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

応
が
難
し
い
現
状
に
あ
る
。

医
療
機
関
で
は
機
微
情
報

図
1

　
厚
生
労
働
省
は
来
年
度
の
概
算
要
求
を
明
ら
か
に
し
た
。
重

点
事
項
と
し
て
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
、医
療
機
関
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
強
化
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
対
策

や
来
年
の
診
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ト
リ
プ
ル
改

定
に
つ
い
て
は
予
算
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
と
し
て
い
る
。
医

療
Ｄ
Ｘ
部
分
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
。

医療ＤＸ推進に向け予算要求
物価高騰対策などは不明瞭に

解
　
　
説

厚労省

図
2

図
3

医
療
情
報
の

　
　
標
準
化
促
進

救
急
搬
送
患
者
の

医
療
情
報
閲
覧
が
可
能
に

施
設
基
準
の
届
出

オ
ン
ラ
イ
ン
化

サ
イ
バ
ー
被
害

初
動
対
応
を
支
援

図1 高度医療情報の普及推進（厚労省資料より）

図2 保険医療拡充システムの開発（厚労省資料より）

図3 施設基準届出のオンライン化（厚労省資料より） 図4 医療分野のサイバー被害初動対応支援（厚労省資料より）

○現在、委託事業により維持管理している標準マスターは以下
　の７つ。
　１ 標準病名マスター　２ 手術・処置マスター　
　３ 臨床検査マスター　４ 医薬品HOTコードマスター　
　５ 看護実践用語標準マスター 　６ 歯科病名マスター　
　７ 歯科手術・処置マスター
○各マスターの充実及び電子カルテ情報標準化に伴う、医療機関
等からの標準コード実装にあたっての相談対応を行う。

医師等
患者

（意識不明）

オンライン
資格確認
ネットワーク

オンライン資格確認
ネットワーク

本人確認

資格確認端末

• 特定健診等情報
• 処方・調剤情報
• レセプト（診療・薬剤）情報

電カル/
レセコン
システム
端末・
サーバー

カード
リーダー

①患者検索

診察・処置

閲覧可能情報

患者

本人確認

救急医療現場
(一次～三次救急病院+病院) 支払基金・国保中央会

資格確認
端末

マイナンバー
カード
読み取り

薬剤
医療機関名
手術（移植・輸血含む）
放射線治療
画像診断
病理診断
処置のうち透析
医学管理等・在宅療養
指導管理料

医療機関

①サイバーセキュリティ事案報告

④初動対応支援
・エンジニア派遣
・ヒアリング
・助言

⑤初動対応
結果報告

③依頼

②初動対応支援
の要否確認

②医療情報閲覧



（団体定期保険）
グループ保険の

控除証明書11月発送
　グループ保険の「控除証明書」は例年11月下旬
を目安に「配当案内」「加入者カード」とともに発送
しております。
それ以前に控除証明書が必要な場合には、

お手数ですが本会事務局共済部までご連絡
ください。準備が完了次第、順次個別に送付さ
せていただきます（11月上旬ごろ発送予定）。

の
医
療
機
関
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
是
非
お
役

立
て
い
た
だ
き
た
い
。

（3）第1007号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2023年（令和5年）9月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

効
率
を
上
げ
て
生
産
性
を
高

め
る
こ
と
は
人
生
に
と
っ
て

罠
で
あ
る
と
も
説
い
て
い
る
。

仕
事
に
終
わ
り
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
追
わ
れ
た
生
活
で

は
な
く
、
大
切
な
こ
と
に
時

間
を
か
け
る
た
め
に
別
の
何

か
を
手
放
す
。
限
り
あ
る
人

生
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

絶
え
間
な
く
可
能
性
に
別
れ

を
告
げ
る
過
程
な
の
だ
と
。

忙
し
か
っ
た
１
日
の
最
後
に

読
む
と
、
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん

だ
優
し
い
口
調
で
心
が
癒
さ

れ
、
人
生
と
は
何
か
を
改
め

て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
本
で

あ
る
。

80
歳
ま
で
生
き
る
と
す
れ

ば
、
人
生
は
た
っ
た
４
０
０

０
週
と
の
言
葉
か
ら
始
ま
る
。

１
年
が
50
週
で
80
年
と
計
算

す
れ
ば
当
た
り
前
の
数
で
あ

る
が
、
数
字
を
目
に
す
る
と

明
ら
か
に
人
生
は
短
い
と
感

じ
る
。
本
書
は
時
間
は
無
限

で
は
な
く
時
間
は
足
り
な
い

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ラ
イ

フ
ハ
ッ
ク
を
指
南
す
る
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
仕
事
の

オ
リ
バ
ー
・
バ
ー
ク
マ
ン
著

か
ん
き
出
版

高
橋
瑠
子
翻
訳

ら
夫
が
開
業
す
る
医
院
の
院

長
室
で
育
ち
ま
し
た
。
現
在

は
私
も
開
業
し
た
た
め
、
学

校
か
ら
帰
っ
て
き
て
過
ご
す

の
は
、
私
の
医
院
で
、
医
院

が
彼
女
の
家
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で

育
っ
た
彼
女
は
自
分
も
歯
科

医
師
に
な
る
！
と
２
才
く

ら
い
か
ら
一
度
も
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
夢
に
向
か
っ
て
日
々

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

大
学
時
代
ゴ
ル
フ
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
育

て
、
開
業
と
日
々
の
生
活
に

追
わ
れ
て
お
り
、
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
で
し
た
の
で
、

そ
ろ
そ
ろ
ま
た
ゴ
ル
フ
を
は

じ
め
た
い
な
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

喜ばれ愛される医院に

工藤　麻希 先生
福住デンタルオフィス　札幌市・豊平区149149

略歴
　札幌市出身。2004年北海道医療
大学卒業。その後北海道医療大学病
院にて研修し、勤務。2018年６月に
福住デンタルオフィス開業。

人
が
集
ま
る
場
所
に
な
っ
た

ら
と
思
い
開
業
い
た
し
ま
し

た
。

―

開
業
後
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
地

元
で
開
業
し
た
こ
と
で
、
私

が
小
さ
い
時
か
ら
お
世
話
に

な
っ
た
方
、
友
人
、
そ
し
て

そ
の
家
族
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
が
来
院
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
ま
た
「
先
生

と
同
じ
幼
稚
園
（
学
校
）
に

通
っ
て
る
ー
‼
」
と
小
さ
な

後
輩
た
ち
も
来
院
し
て
く
れ

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
会
員
向
け
の
研
修
、
情
報

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
保
険
も

充
実
し
て
い
る
と
お
聞
き

し
、
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

―

開
業
し
た
動
機
な
ど

　
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
場

所
で
地
域
に
根
差
し
た
医
院

を
つ
く
り
、
自
由
に
楽
し
く

仕
事
を
し
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
大
学
病
院
の
よ
う
に
、

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
学
生

や
研
修
医
な
ど
た
く
さ
ん
の

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中

で
、
な
か
な
か
治
療
に
入
れ

な
か
っ
た
女
の
子
が
、「
大

き
く
な
っ
た
ら
先
生
み
た
い

に
歯
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
妹

の
歯
を
治
し
て
あ
げ
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
時
は
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
はセ

ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し
、

日
々
、
知
識
・
技
術
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
、
自
分
が
で
き

る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
し
、
治
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま

す
。

―

ご
家
族
に
つ
い
て

　
歯
科
医
師
の
夫
と
小
学
５

年
生
の
娘
が
い
ま
す
。
娘
は

保
育
園
に
す
ぐ
入
れ
な
か
っ

た
た
め
、
生
後
１
カ
月
目
か

福
住
は
私
が
生
ま
れ
育
っ

た
大
切
な
場
所
で
す
。
今
後

も
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
愛

さ
れ
る
よ
う
な
医
院
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
と

も
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し

て
私
自
身
、
こ
れ
か
ら
も
楽

し
く
仕
事
が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
是
非
今
後
も
ご
活
躍
く
だ
さ

　
い
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
３
年
度
歯
科
部
関
係
事
業
に
つ
い
て

・
歯
科
保
険
請
求
・
審
査
等
に
関
す
る
講
習
会

日
時…

11
月
17
日
ウ
ェ
ブ
開
催

講
師…

田
辺
部
長

・
技
工
士
会
・
衛
生
士
会
と
の
合
同
懇
談
会

日
程
調
整
中

②「
歯
科
点
数
早
見
表
２
０
２
３
年　
月
版
」発
行
に

　
つ
い
て

・
歯
科
会
員
へ
１
部
無
料
配
布
（
本
号
同
封
）

③
歯
科
医
療
改
革
提
言・第
三
版「
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
で
歯
科
医
療
の
発
展
を
」発
行
に
つ
い
て

   

・
歯
科
会
員
へ
１
部
無
料
配
布
（
本
号
同
封
）

第
5
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
9
月
13
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回
２
０
２
３
年
度
第
7
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

10
月
11
日（
水
）午
後
７
時

検
温
カ
メ
ラ
に
個
人
情
報

「
廃
棄
に
注
意
」個
人
情
報
保
護
委
員
会

　
２
０
２
３
年
10
月
に
金
パ

ラ
材
料
の
随
時
改
定
が
行
わ

れ
た
。
告
示
価
格
は
１
グ
ラ

ム
あ
た
り
３
０
７
７
円
か
ら

３
０
９
５
円
に
18
円
引
き
上

げ
と
な
る
。
こ
れ
を
受
け
て

本
会
は
告
示
価
格
の
改
正
に

と
も
な
う
改
定
点
数
を
掲
載

し
た
「
歯
科
点
数
早
見
表
ブ

リ
ッ
ジ
保
険
適
用
」
を
歯
科

会
員
に
１
冊
送
付
し
た
（
本

号
同
封
）。

　
本
書
で
は
、
改
定
部
分
を

青
字
で
記
載
し
て
い
る
ほ
か
、

日
頃
使
用
頻
度
の
高
い
点
数

を
抜
粋
し
て
掲
載
。「
点
数
の

み
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
見

や
す
く
て
便
利
」
と
、
多
く

　
国
の
個
人
情
報
保
護
委
員

会
は
９
月
13
日
に
サ
ー
マ
ル

カ
メ
ラ
の
使
用
・
廃
棄
な
ど

に
関
す
る
注
意
喚
起
を
発
表

し
た
。

　
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
は
、
赤

外
線
を
検
知
し
て
温
度
を
計

測
す
る
カ
メ
ラ
で
、
近
年
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
検
温
用

の
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
も
普
及

し
て
お
り
、
薬
局
や
医
療
機

関
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

商
品
の
中
に
は
、
機
器
に
顔

画
像
が
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積

さ
れ
る
機
能
を
も
っ
た
も
の

が
あ
る
。

　
個
人
情
報
保
護
法
に
お
い

て
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で

き
る
情
報
は
「
個
人
情
報
」

に
該
当
す
る
。
同
委
員
会
は
、

検
温
の
際
に
サ
ー
マ
ル
カ
メ

ラ
で
取
得
し
た
顔
画
像
が「
個

人
情
報
」
に
該
当
す
る
と
説

明
し
、
設
置
し
て
い
る
事
業

者
に
対
し
て
機
能
を
確
認
し

た
上
で
被
撮
影
者
に
分
か
り

や
す
く
、
顔
画
像
の
利
用
目

的
や
個
人
情
報
に
当
た
る
顔

画
像
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

を
掲
示
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
　
ま
た
、
廃
棄
す
る
場
合
に

は
、
専
用
の
デ
ー
タ
削
除
ソ

フ
ト
の
利
用
や
、
顔
画
像
が

保
存
さ
れ
た
媒
体
を
物
理
的

に
破
壊
す
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。

　
注
意
喚
起
は
、
フ
リ
マ
ア

プ
リ
に
出
品
さ
れ
た
サ
ー
マ

ル
カ
メ
ラ
か
ら
、
検
温
時
に

撮
影
さ
れ
た
顔
画
像
が
見
つ

か
っ
た
問
題
な
ど
を
受
け
て

行
わ
れ
た
。

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
は

注
意
喚
起
の
他
、
関
連
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
Ｑ
＆
Ａ
の
参

照
を
促
し
て
い
る
。
一
度
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
。

限
り
あ
る
時
間
の
使
い
方
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◀個人情報保護委員会
　「サーマルカメラの使用等に
　関する注意喚起について」

1冊 B5版　12ページ（税込・送料別）500円

歯科点数早見表
ブリッジ保険適用2023年10月版

本号同封！

追加のご注文は本会事務局までご連絡ください
（TEL０１１-２３１-６２８１）。本会ホームページ
からもご注文いただけます。

急ぎ
必要な先生は
共済部まで！控除証明書11月発送

　グループ保険の「控除証明書」は例年11月下旬
を目安に「配当案内」「加入者カード」とともに発送

それ以前に控除証明書が必要な場合には、
お手数ですが本会事務局共済部までご連絡
ください。準備が完了次第、順次個別に送付さ
せていただきます（11月上旬ごろ発送予定）。
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電子レセプト請求の留意点

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel 011-231-6281 　 Fax 011-231-6283 　 Eメール info＠h-hokenikai. com

ライフプラン講座
これからの老後資金づくりと、もしもの備え

Web市民公開セミナー

　電子レセプトで請求する場合の「突合点検」「縦覧点検」に対す
る注意事項をカルテ記載例に沿って解説する。

◎突合点検

主な対象事例）

会　場 ウェブ開催（Zoomウェビナー）

講　師 須藤　臣　氏（ファイナンシャルプランナー）

日　時 10月14日（土）16時30分～18時

対　象 会員および家族

参加費 無料

申　込 QRもしくは本会ホームページから申込ください

■日 時：10月21日（土）16時～17時30分
■会　場：ウェブ開催（Zoomウェビナー）
■講　師：濱田　浩美　氏（幌西歯科院長）
■対　象：どなたでもご参加いただけます
■参加費：無料
■申　込：QRもしくは本会ホームページから申込ください

食べることは生きること
おいしく食べよういつまでも

：処方箋を発行した病院または診療所にかかわる医
科・歯科レセプトと、調剤を実施した薬局にかかわる
レセプトとを患者単位で照合する審査

・
・
・

　突合点検の結果、すべての薬剤が査定となる場合は処方箋料
について返戻する。一部の薬剤について査定がある場合は審査
翌月にいったん請求どおり支払い、保険医療機関に処方内容を
確認のうえ、処方内容が異なるものは保険薬局から処方箋（写）を
取り寄せて確認し、審査翌々月に調整する。
　点検後の審査の結果、調剤が不適当な場合は、薬局への支払
額から差し引き、処方箋が不適当な場合は、薬剤だけではなく、
薬局で算定された調剤料、指導料なども含めて医療機関への
支払額から差し引く。

傷病名に対する医薬品の適応及び禁忌
医薬品の投与量および投与日数が過剰なもの
医薬品相互が使用禁忌であるもの

◎縦覧点検

◎誤りの具体例

主な対象事例）

：電子レセプトで請求された同一の医療機関が同一の
医療患者に関して、当月分の歯科レセプトと直近6カ月
分の月単位で提出したレセプトの組み合わせを対象
とし、複数回にわたって照合する審査。

・
・
・

　縦覧点検の結果による査定内容は、当月請求分の「増減点連絡
書」に「縦覧点検」または「入外点検」を表示し、保険医療機関へ
連絡される。

数月に1回と定められているもの
2回目以降減算と定められているもの
患者1人につき1回と定められているもの　など

１）突合点検
・
・
・

処方箋の交付において病名がない
適応症のない投薬（特にデキサメタゾン等、Stom病名）
歯科レセプトで処方箋料の算定がなく、調剤レセプトのみの
請求

２）縦覧点検
・

・
・
・
・
・

スケーリングが全顎終了していない場合の2回目の歯周病
検査の査定
スケーリングあるいはSRP終了と同日の歯周病検査について
ＧＡ切開（Ｐの急発病名）と同日の歯周病検査
歯周精密検査のない歯周外科の算定
1カ月以内で再度の歯周病検査（100/100）算定
3カ月以内でのＳＰＴで「摘要」欄にその理由の記載がない
場合（かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所を除く）

３）時系列（同一月の場合、連月の場合）でみると、誤りとなる事例

・
・
・

・
・

・
・
・
・

・
・

・
・
・

・
・

（１）同日算定不可の疑義がかかる診療行為
Ｐによる膿瘍切開と歯周病検査
訪問診療と補管
6歳未満の乳幼児または著しく歯科診療が困難な者に
対する５０/１００加算と補管
歯周基本治療（ＳＣ、ＳＲＰなど）終了と歯周病検査
口腔内装置１、２の装着と同日の調整（ただし睡眠時
無呼吸症候群に対する口腔内装置は除く）
歯科訪問診療録と初再診料
処方箋料と調剤技術基本料
静脈内鎮静法と吸入鎮静法
摂食機能療法と歯リハ１の２（舌接触補助床の場合）
または歯リハ１の３
矯正装置装着と動的処置
Ｔ．コンデと義歯印象、義歯修理と床リソウ、総義歯装着
と補綴隙
抜歯と歯槽骨整形
エナメルボンドによる簡単なＴ-Fixと歯周外科
歯冠形成と浸麻、抜髄と浸麻（ただし基本診療料に
含まれる診療行為のための浸麻の場合は認められる）
Fopと歯周組織再生誘導手術
口腔前庭拡張術と頬、口唇、舌小帯手術

・
・

（２）連日で算定すると疑義がかかる行為
T．コンデ
ペリオクリンなど特定薬剤の注入

・
・
・
・
・

・
・

例）

（３）起こしやすい入力ミスによる誤り
・「摘要」欄への記載漏れ

除去物の種類
少数歯欠損での顎運動検査
歯技工
残根上義歯
連月も「摘要」記載のないＳＰＴ（かかりつけ歯科
医機能強化型歯科診療所を除く）
6カ月以上の根貼
咬合調整における処置の種別の記載

・
・
・

・
・
・

・

・
・
・
・

補管算定中の充填あるいは再装着の算定
同一初診内同一歯に対する6カ月以内の再度の充填
歯科口腔リハビリテーション料１を算定した同月の新製有床
義歯管理料の算定（他部位の義歯の場合）
Ｐ部位ＭＴ部位の月をまたいでの不一致
６カ月以内に新製義歯の再度の製作（理由なし）
特別な理由なく同日にデンタルⅩ線写真撮影のない加圧根
管充填処置の算定
連月での歯清の算定〔歯科診療特別対応加算（初診時歯科診
療導入加算も同様）を算定する患者および妊婦および糖尿病
患者を除く〕
ＳＰＴ、Ｐ重防算定期間中の歯清
歯管（歯在管）算定前の歯清
口腔内装置装着と同日の口腔内装置調整
その他すべてにおいて、加算項目の異日算定

人生の最後の日まで元気に食べ続けるためにできることなどをお話いたします


